
R3 全国学力・学習状況調査の分析に
基づく指導改善のポイントについて

令和3年9月27日（月）
大分県教育庁日田教育事務所

日田管内第２回地域授業改善協議会

算数・数学



2

本日の内容

１ 分析の視点について

２ 解答類型に基づく授業改善について

３ 「数学的な表現を用いて説明（記述）する力」
を育成する授業づくりについて



１ 分析の視点について



分析１ 調査問題結果の分析について

分析２ 質問紙調査結果の分析について



Ｒ３全国学力・学習状況調査 結果分析１

■ 結果のポイント
学習指導要領の領域 自校

県平均
正答率

全国平均
正答率

Ａ 数と計算 64.1 63.1 

Ｂ 図形 56.9 57.9 

Ｃ 測定 74.7 74.8 

Ｃ 変化と関係 74.9 75.9 

Ｄ データの活用 75.7 76.0 

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

・全国平均並みである｡

３ 観点別の結果

４ 正答数度数分布(県と全国の比較)
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観 点 自校 県平均
正答率

全国平均
正答率

知識・技能 73.8 74.1 

思考・判断・表現 65.1 65.1 

主体的に学習に取り組む態度 対象問題数０のため数値なし

項 目 自校 県 全国

平均正答率 ７０ ７０

平均正答数 問 １１．２問 １１．２問

正答率２０%（３問）
以下※低学力層

% ２．３% ２．９%
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数学Ａ 数学Ｂ 数学

■ 結果のポイント

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

・全国平均並みである｡

３ 観点別の結果

４ 正答数度数分布

中学校数学 令和３年度全国学力・学習状況調査 結果分析１
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観 点 自校
県平均
正答率

全国平均
正答率

数学への関心・意欲・態度 対象問題数０のため数値なし

数学的な見方や考え方 39.5 41.1 

数学的な技能 80.9 77.7 
数量や図形などについての知
識・理解 65.6 65.6 

学習指導要領の領域 自校
県平均
正答率

全国平均
正答率

Ａ 数と式 65.3 64.9 

Ｂ 図形 48.4 51.4 

Ｃ 関数 56.4 56.4 

Ｄ 資料の活用 55.9 53.8 

項 目 自校 県 全国

平均正答率 ５７ ５７

平均正答数 問 ９．１問 ９．１問

正答率２０%（３問）
以下※低学力層

% ８．０% ８．４%



Ｒ３全国学力・学習状況調査 結果分析２小学校算数

算数の勉強は好きですか（小）

自校 県 全国

Ｒ３ ６７．９↑ ６７．８

H31 ６７．４↑ ６４．１

H30 ６２．０ ６６．０

算数の授業内容はよく分かりますか
（小）

自校 県 全国

Ｒ３ ８５．９↑ ８４．６

H31 ８３．２↑ ８３．５

H30 ８２．３ ８３．５

学級の友達との間で話し合う活動を通
じて，自分の考えを深めたり，広げたり
することができていると思いますか（小）

自校 県 全国

Ｒ３ ７７．１↑ ７８．８

H31 ７２．５ ７４．１

H30 ７４．７ ７７．７

５年生までに受けた授業では，課題
の解決に向けて，自分で考え，自分
から取り組んでいたと思いますか
（小）

自校 県 全国

Ｒ３ ７８．２ ７８．２

H31 ７８．９ ７７．８

H30 ７７．０ ７６．８

将来の夢や目標を持っていますか
（小）

自校 県 全国

Ｒ３ ８０．０↓ ８０．３

H31 ８３．７↓ ８３．８

H30 ８５．０ ８５．１

地域や社会をよくするために何をす
べきかを考えることがありますか
（小）

自校 県 全国

Ｒ３ ５３．６ ５２．４

H31 ５４．９ ５４．５

H30 ４８．６ ４９．９

児童生徒質問紙調査

キャリア教育関係新大分スタンダード
算数



数学の勉強は好きですか（中）

自校 県 全国

Ｒ３ ５９．６↑ ５９．１

H31 ５６．６↑ ５８．１

H30 ５３．３ ５４．１

数学の授業内容はよく分かりますか
（中）

自校 県 全国

Ｒ３ ７４．６↑ ７４．６

H31 ７０．７↑ ７４．１

H30 ６５．９ ７１．３

学級の友達との間で話し合う活動を通
じて，自分の考えを深めたり，広げたり
することができていると思いますか（中）

自校 県 全国

Ｒ３ ７８．６↑ ７７．８

H31 ７４．７ ７２．９

H30 ７８．１ ７６．３

１、２年生のときに受けた授業では，
課題の解決に向けて，自分で考え，
自分から取り組んでいたと思います
か（中）

自校 県 全国

Ｒ３ ７９．８↑ ８１．０

H31 ７４．１ ７５．０

H30 ７４．２ ７３．９

将来の夢や目標を持っていますか
（中）

自校 県 全国

Ｒ３ ６８．３↓ ６８．６

H31 ７１．６ ７０．５

H30 ７３．５ ７２．５

地域や社会をよくするために何をす
べきかを考えることがありますか
（中）

自校 県 全国

Ｒ３ ４６．９↑ ４３．８

H31 ４１．４ ３９．４

H30 ４１．０ ３８．８

児童生徒質問紙調査

キャリア教育関係新大分スタンダード
数学

中学校数学 Ｒ３全国学力・学習状況調査 結果分析２



Ｒ３全国学力・学習状況調査 結果分析２

『Ｒ２県調査 質問紙』と『Ｒ３全国調査 質問紙』で同一学年の変化を比較する

全国調査
質問番号

質問内容
Ｒ２県調査
小５・中２

Ｒ３全国調査
小６・中３

（５） 普段、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲームをしますか。

（６） 自分にはよいところがあると思う。

（７） 将来の夢や目標を持っている。

（１７） 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。

（４３）（５２）
国語の勉強は好きだ。
算数（数学）の勉強は好きだ。

（４５）（５４）
国語の勉強はよく分かる。
算数（数学）の勉強はよく分かる。

小・中共通



２ 解答類型に基づく授業改善

「どの授業」で
「どのような力（資質・能力）」を
育成する



小学校算数 解答類型に基づく授業改善

問題形式 自校 県 全国

選択式 75.4 76.0

短答式 75.6 75.8

記述式 53.5 53.0

観 点 自校 県平均
正答率

全国平均
正答率

知識・技能
(９問)

73.8 74.1 

思考・判断・表現

（７問） 65.1 65.1 

主体的に学習に
取り組む態度

対象問題数０のため数値なし

「補充学習」や「家庭学習」で習得させ、授業で確認

児童のつまずきに基づく授業改善が必要

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨 領域

１
（１）

二つのコースの道の
りの差の求め方と答
えを書く

二つの道のりの差を求める
ために必要な数値を選び，そ
の求め方と答えを記述できる

数と計算
測定

２
（３）

二等辺三角形を組
み合わせた平行四
辺形の面積の求め
方と答えを書く

複数の図形を組み合わせた
平行四辺形について，図形を
構成する要素などに着目し，
図形の構成の仕方を捉えて，
面積の求め方と答えを記述
できる

図形

３
（４）

県
50.8
全国
52.0

帯グラフから，割合
の違いが，一番大き
い項目を選び，その
項目と割合を書く

帯グラフで表された複数の
データを比較し，示された特
徴をもった項目とその割合を
記述できる

データの活
用

４
（３）

３０ｍを１としたとき
に１２ｍが０．４に当
たるわけを書く

小数を用いた倍についての
説明を解釈し，ほかの数値の
場合に適用して，基準量を１
としたときに比較量が示され
た小数に当たる理由を記述
できる

数と計算

■知識・技能

■思考・判断・表現

記述式問題

評価規準



小学校算数 解答類型に基づく授業改善

大問３(4)【大分県平均正答率50.8％（全国 52.0％），大分県無解答率8.3％ （全国 10.3％） 】

帯グラフで表された複数のデータを比較し，示された特徴をもった項目とその割合を言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる問題

「数学的な表現を用いて記述する力」

数学的な表現を用いて記述したり、説明し
たりする授業で育成

⇒



『数学的な表現』について

算数科の指導では，
言葉による表現とともに，図，数，式，表，グラフといった
数学的な表現の方法を用いることに特質がある。

【小学校学習指導要領解説（平成２９年告示）「算数編」P329】

言葉や数，式，図，表，グラフなどの
数学的な表現を用いて，論理的に考察し表現したり，その過
程を振り返って考えを深めたりする学習活動を充実させる。

【中学校学習指導要領解説（平成２９年告示）「数学編」P167】



小学校算数 解答類型に基づく授業改善

解答類型 自校 県（公立） 全国（公立）

（正答の条件）次の①，②，③の全てを書いている。
① 「㋑図書室に行く時間がない」を表す言葉や記号
② 「㋑図書室に行く時間がない」について，５年生の「あてはまる」と答えた人の割合を表す数
③ 「㋑図書室に行く時間がない」について，６年生の「あてはまる」と答えた人の割合を表す数

１ （正答）①，②，③の全てを書いているもの 50.8 52.0

２ ①，②を書いているもの 0.7 0.6

３ ①，③を書いているもの 0.8 0.8

４ ①を書いているが，②について85％と書き，③について20％と書いているもの 0.3 0.3

５ ①を書いているもの 10.5 8.9
６ 「㋐図書室には読みたい本が少ない」を表す言葉や記号を書いているもの 0.6 0.6

７ 「㋒ページ数が多く，読み終わるのに時間がかかる」を表す言葉や記号を書いているもの 0.7 0.7

８ 「㋓地域の図書館で本を借りている」を表す言葉や記号を書いているもの 16.8 14.6
９ ②，③を書いているもの 0.3 0.4

10 ②を書いているもの 0.0 0.0

11 ③を書いているもの 0.1 0.1

99 上記以外の解答 10.1 10.8

０ 無解答 8.3 10.3

（正答例）①5年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合のちがいが，いちばん大きいこう目は，㋑図書室に行く時間がないです。
②５年生が15％で，③６年生が80％です。

国立・私立も
含めた値を記載



小学校算数 解答類型に基づく授業改善

解答類型５・８・０の児童を意識した授業を構想する。

解答類型５の児童の想定するつまずき（解答類型２・３・４含む）

解答類型８の児童の想定するつまずき（解答類型６・７含む）

解答類型０の児童の想定されるつまずき（解答類型９・10・11含む）

つきずき① 説明に必要な要素が不足している
⇒ 自分の説明を筋道立てて説明したり、振り返って修正する力 を育成
つまずき② 帯グラフの特徴が理解できていない
⇒ 「帯グラフの特徴や用い方を理解する力」を育成 ⇒ 知識・技能
帯グラフから「目的に応じて必要なデータを選択して判断する力」を育成

つまずき③ 「割合のちがい」の意味が理解できていない
⇒ 「帯グラフの特徴や用い方を理解する力」を育成 ⇒ 知識・技能
帯グラフから「目的に応じて必要なデータを選択して判断する力」を育成

つまずき④ 問われていることを理解できていない
⇒ 問題文を読み取る力 を育成

つまずき④ 問われていることを理解できていない
⇒ 問題文を読み取る力 を育成
つまずき⑤ 筋道立てて考えることができない

⇒ 「説明の基本形」を活用し「考えを進める手順（スキル）を身に付ける力」を育成
つまずき⑥ 自分の考えを書くことができない（自信がない、等）

⇒ 自分の考えを書く力 を育成

教科横断的に育成する資質・能力



解答類型に基づく授業改善

問題形式 自校 県 全国

選択式 53.2 52.4

短答式 71.1 70.5

記述式 33.3 35.0

「補充学習」や「家庭学習」で習得させ、授業で確認

生徒のつまずきに基づく授業改善が必要

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨 領域

６
（２）

四角で４つの数を囲むと
き，４つの数の和はいつ
でも４の倍数になること
の説明を完成する

目的に応じて式を変形した
り，その意味を読み取った
りして，事柄が成り立つ理
由を説明することができる

数と式

６
（３）

四角で４つの数を囲むと
き，四角で囲んだ４つの
数の和がどの位置にあ
る２つの数の和の２倍で
あるかを説明する

数学的な結果を事象に即し
て解釈し，事柄の特徴を数
学的に説明することができ
る

数と式

７
（２）

与えられた表やグラフを
用いて，２分をはかるた
めに必要な砂の重さを求
める方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問
題解決の方法を数学的に
説明することができる

関数

８
（３）

「日照時間が６時間以上
の日は，６時間未満の日
より気温差が大きい傾向
にある」と主張できる理
由を，グラフの特徴を基
に説明する

データの傾向を的確に捉え，
判断の理由を数学的な表
現を用いて説明することが
できる

資料の
活用

９
（１）

四角形ＡＢＣＥが平行四
辺形になることを，平行
四辺形になるための条
件を用いて説明する

平行四辺形になるための
条件を用いて，四角形が平
行四辺形になることの理由
を説明することができる

図形

■技能、知識・理解

■数学的な見方や考え方

記述式問題

中学校数学

観 点 自校
県平均
正答率

全国平均
正答率

数学への関心・意欲・態度 対象問題数０のため数値なし

数学的な見方や考え方
(７問)

39.5 41.1 

数学的な技能 (３問) 80.9 77.7 

数量や図形などについての

知識・理解 （６問）
65.6 65.6 



解答類型に基づく授業改善中学校数学
大問９（１）【大分県平均正答率38.4％（全国 44.3％） 】

平行四辺形になるための条件を用いて，四角形が平行四辺形になることの理由を説明することができるかどうかをみる問題。

「数学的な表現を用いて説明する力」の育成



解答類型に基づく授業改善中学校数学

解答類型 自校 県（公立） 全国（公立）

（正答の条件）
アを選択し，次の(a)，(b)について記述しているもの，又は，
イを選択し，次の(c)，(d)について記述しているもの。

１

ア
を
選
択

（正答） (a)，(b)について記述 ３３．４ ３８．９

２
(a)のみを記述。又は，(b)のみを記述 １．８ １．８

３
上記以外の解答 １３．５ １１．６

４
無解答 １０．６ ９．３

５

イ
を
選
択

（正答） (c)，(d)について記述 ５．０ ５．４

６
(c)のみを記述。又は，(d)のみを記述 １０．９ １０．４

７
上記以外の解答 １２．８ １１．０

８
無解答 ８．２ ７．４

99
上記以外の解答 ０．４ ０．６

０
無解答 ３．５ ３．６

（ａ）ＡＢ＝ＣＥ
（ｂ）ＢＣ＝ＥＡ

（c）∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ
（d）∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ

問題文を読み取る力
根拠◯◯と成り立つ事柄△△を説明する力
「◯◯だから△△です。」
筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を数学的に説明する力
２組の向かい合う辺や角の相等を明示する力⇒知識・技能



解答類型に基づく授業改善

算数・数学の授業で、

を育成する。「数学的な表現を用いて説明（記述）する力」

記述式問題の解答類型を基に課題を明確にし、

他教科の授業で、

を育成する。教科横断的な資質・能力



３「数学的な表現を用いて説明（記述）する力」を
育成する授業づくり



「数学的な表現を用いて説明（記述）する力」の育成に向けて

教科横断的な資質・能力の育成に向けた取組事例

■Ａ小学校
学校評価の４点セットに「筋道を立てて説明する力」の育成を設定し、三つの柱で育成を目指す。

■Ｂ小学校
学力向上プランに次の取組指標を設定
「授業者は根拠を明確にして考えを持たせた後、交流の時間を設けた授業を毎回行う。」

■Ｃ中学校
学校評価の４点セットの「思考力、判断力、表現力等の育成」の柱に次の取組指標を設定
「授業者は、問題解決的な展開の授業において、ペアやグループ、全体での交流後に自分の考え
をまとめる場面を必ず設定する。」



「筋道を立てて考え表現する力」の育成に向けた取組
–玖珠町立森中央小学校－ 日田教育事務所

各学年段階で習得させる『話型』 ３年生 道徳 「習得した話型」を活用して説明する場面を設定した授業

①自分の考えをまとめる活動 → ②自分の考えを伝える活動



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 『思考ツール，ICTの活用』 –九重町－ 日田教育事務所

■東飯田小３年生「道徳」
協働的な学びを通して、色鉛筆で加筆したクラゲチャート

◯知識と知識を関連付けて学びを深めるために、思考ツールが効果的に

活用されている授業。

■淮園小５年生「国語」
インターネットを活用して「ここのえの町じまん」を収集し、クラゲチャートに
まとめる児童

◯教科横断的な学習内容を情報活用能力を活用して学びを進めることで、

「自立した学習者」の育成にも繋がる授業。



「数学的な表現を用いて説明(記述)する力」の育成に向けて 教科で取り組むこと

１ 「指導と評価の一体化」に向けた単元の指導計画を作成する



「数学的な表現を用いて説明(記述)する力」の育成に向けて

この単元で「何ができるようになるか」を意識した単元計画を作成する 【H30日田市立東部中学校】

教科で取り組むこと



小学校算数 「数学的な表現を用いて説明(記述)する力」の育成に向けて

２ 焦点化した「課題」を設定する
視点① 何を解決するのか児童に分かる課題
視点② まとめを児童が自分で書ける課題
視点③ 授業者がまとめ（答え）を明確に持てる課題

記述式問題の問題形式（解説資料R3.4月に記載）
（a）「事実」を記述する問題
（b）「方法」を記述する問題
（c）「理由」を記述する問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 領域

１（１） 二つのコースの道のりの差の求め
方と答えを書く

二つの道のりの差を求めるために必要な数値を選
び，その求め方と答えを記述できる

数と計算
測定

２（３） 二等辺三角形を組み合わせた平行
四辺形の面積の求め方と答えを書
く

複数の図形を組み合わせた平行四辺形について，
図形を構成する要素などに着目し，図形の構成の
仕方を捉えて，面積の求め方と答えを記述できる

図形

３（４） 帯グラフから，割合の違いが，一番
大きい項目を選び，その項目と割
合を書く

帯グラフで表された複数のデータを比較し，示され
た特徴をもった項目とその割合を記述できる

データの活用

４（３） ３０ｍを１としたときに１２ｍが０．４
に当たるわけを書く

小数を用いた倍についての説明を解釈し，ほかの
数値の場合に適用して，基準量を１としたときに比
較量が示された小数に当たる理由を記述できる

数と計算

（b）「方法」

（b）「方法」

（c）「理由」

（a）「事実」

⇒記述式問題の問題形式
を意識して設定する



中学校数学 「数学的な表現を用いて説明(記述)する力」の育成に向けて

２ 焦点化した「課題」を設定する
視点① 何を解決するのか児童に分かる課題
視点② まとめを児童が自分で書ける課題
視点③ 授業者がまとめ（答え）を明確に持てる課題

記述式問題の問題形式（解説資料R3.4月に記載）
（a）「事柄・事実」を説明する問題
（b）「方法・手順」を説明する問題
（c）「理由」を説明する問題

⇒記述式問題の問題形式
を意識して設定する

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 領域

６（２） 四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和はい
つでも４の倍数になることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取った
りして，事柄が成り立つ理由を説明することができる

数と式

６（３） 四角で４つの数を囲むとき，四角で囲んだ４つ
の数の和がどの位置にある２つの数の和の２
倍であるかを説明する

数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄の特徴を
数学的に説明することができる

数と式

７（２） 与えられた表やグラフを用いて，２分をはかるた
めに必要な砂の重さを求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的
に説明することができる

関数

８（３） 「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の
日より気温差が大きい傾向にある」と主張でき
る理由を，グラフの特徴を基に説明する

データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な
表現を用いて説明することができる

資料の
活用

９（１） 四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを，平行
四辺形になるための条件を用いて説明する

平行四辺形になるための条件を用いて，四角形が平
行四辺形になることの理由を説明することができる

図形

（b）
「方法・手順」

（a）
「事柄・事実」

（C）「理由」

（C）「理由」

（C）「理由」



小学校算数

「数学的な表現を用いて説明(記述)する力」の育成に向けて

記述式問題を意識した課題
（a）「事実」を説明する課題 （例）「～からどんなことが分かるか」

（b）「方法」を説明する課題 （例）「どんな式で求められるか」

（c）「理由」を説明する課題 （例）「なぜ ～ になるのか」

中学校数学

記述式問題を意識した課題
（a）「事柄・事実」を説明する課題 （例）「～からどんなことがいえるか」

（b）「方法・手順」を説明する課題 （例）「どんな方法で求められるか」

（c）「理由」を説明する課題 （例）「なぜ ～ がいえるのか」

「まとめ」の表現形式（記述内容）も『解説資料』で示されています。



★焦点化した「課題」
なぜだろう？
考えてみたいな！
やってみたいな！

★明確な「めあて」
今日の授業は
こんなことが出来るようになればいい
んだな！

３ 数学的に伝え合う活動の充実
・私の考えは・・・
・○○さんの考えとつなぐと・・・
・こんな考え方はできないかなあ・・
・やっぱり、こっちにしよう！

分かった！できた！
やり遂げた！

★「振り返り」の充実
・今日のめあては達成できたぞ！
・次は、もっとこんなことを考えてみたい
・最初は○○と思っていたけど、今は○○と思っている

「数学的な表現を用いて説明(記述)する力」の育成に向けて



各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ、
①知識を相互に関連付けてより深く理解する。
②情報を精査して考えを形成する。
③問題を見いだして解決策を考える。
④思いや考えを基に創造する。

より効果的

深い学び

主体的・対話的

「数学的な表現を用いて説明(記述)する力」の育成に向けて



「数学的な表現を用いて説明する力」の育成に向けて

生徒の過不足な説明を生徒同士で指摘し合い、
生徒自身で修正する活動を設定する

個人でまとめる活動が必要

グループごとの発表で終わらないことが大切

個人でまとめた後、
「条件を正方形に変えると、式の変わるとこ
ろと変わらないところはどこか」等、
統合的・発展的に考察する場面を設定し生徒
の学びを深めましょう。



まとめ
全国学力・学習状況調査を指導改善に活用する

１ 学力調査結果と学習状況調査結果を関連付けて分析する。

２ 「記述式問題」の解答類型を基に、算数・数学で育成する資質・能力と
教科横断的に育成する資質・能力を分析する。

３ 「数学的な表現を用いて説明する力」の育成に向けた授業改善に取り組む。
①その単元で「何ができればよいか」を明確にした単元計画を作成する。
②記述式問題の３つの形式を意識した「課題」を設定する。
③課題に対して自分の考えを持たせ、課題解決の過程を数学的に説明する
場面を設定する。交流後の活動を計画的に設定する。

【解説資料Ｒ３.５月】
調査問題の解説が
記載

【解説資料Ｒ３.８月】
調査結果及び学習
指導が記載

【授業アイディア例】

調査問題等を活用し
た授業展開が記載



児童生徒の説明を必ず評価することが必要です


